
学校名 羽曳野市立河原城中学校 学校名 羽曳野市立埴生南小学校 学校名 羽曳野市立丹比小学校

創立年月日 昭和57年4月1日 創立年月日 昭和54年4月1日 創立年月日 明治５年２月１日

R６で何周年 42周年 R６で何周年 45周年 R６で何周年 １５２周年

現在児童生徒数 ４３０人 現在児童生徒数 ４９２名 現在児童生徒数 341

創立当時の児童生徒数 ８３９人 創立当時の児童生徒数 ８６６名 創立当時の児童生徒数 126（明治17年）

学校の主な取り組み

（学校での地域行事も含

む）

〇５月：参観、PTA総会、2年宿泊学習（滋賀県マキノ方

面）

〇6月：3年修学旅行（鳥取県方面）

〇９月：体育大会

〇11月：土曜参観、「生き生きネットフェスティバル」

（地域教育協議会主催）

学校の主な取り組み

（学校での地域行事も含

む）

〇R6年度「学年(チーム)担任制」を6年生で実施

〇実行委員会による「放課後子ども教室」の開催

〇校区「ふれあい祭り」の開催（コロナ禍は中止）

〇地域ボランティアの「安全見守り隊」を中心に登下校の

交通安全見守り活動を実施
学校の主な取り組み

（学校での地域行事も含

む）

子ども見守り隊や校区福祉委員、育成協等と連携して登下校の

見守り、防災避難訓練やふれあいスポーツ大会、中学校区での

生き生きネットフェスティバルなどを実施することで地域に根

ざした学校づくりをめざしている。また豊かな心を育む取り組

みとして、ともに学び、ともに育つ学習集団づくりを大切にす

るとともに毎学期の家庭学習チャレンジ週間の設定や、家庭学

習ノートの取り組みを通じて家庭学習の定着をはかっている。

そして目標年間読書冊数を設定し、家庭と連携をはかり、読書

に親しむ児童を育てるとともに、児童会活動等において、発言

する場、発信する場、活躍する場を設けている

校区の特徴

中学校区には2つの小学校と2つの幼稚園がある。

11月には地域教育協議会主催で、土曜参観後に「生き生きネッ

トフェスティバル」を開催し、各校園より模擬店を出店し、校

区の交流を行っている。

校区の特徴

本校は市の南西部に位置し、丘陵地の一角にあり広い校区

を有している。児童数は市内で2番目に多い。

校区の特徴

市の南西端、かつてお城だった河岸の高台から二上山を望

むことができます。そして羽曳野丘陵や竹ノ内街道を含

む、田園と住宅が織りなす校区となっています

各校の主な情報（河原城中学校 区） 資料６ー①



学校名 羽曳野市立峰塚中学校 学校名 羽曳野市立羽曳が丘小学校

創立年月日 昭和48年6月2日 創立年月日 25294

R６で何周年 52周年 R６で何周年 ５６周年

現在児童生徒数 808名 現在児童生徒数 720名

創立当時の児童生徒数 761名 創立当時の児童生徒数 671名

学校の主な取り組み

（学校での地域行事も含

む）

・２年生クラスミーテイングの実施。本音で語り合える集

団づくりをおこなっている。

・峰中校区わくわくフェスタの開催。飲食や体験のブース

など地域と連携した催しを開催。（学校G)

・３学期に地域清掃活動を実施。校区４小学校とその保護

者や地域の方と校区の清掃活動を行う。

・学年等を越えてのSDGｓ委員会を設置。使い捨てカイロ

を使った池の水きれいにする取り組みなどに参加してい

る。

学校の主な取り組み

（学校での地域行事も含

む）

・コミュニティスクール

・セーフティプロモーションスクール

・チーム担任制につなげるため複数学年で教科担任制を導

入

・児生Coを中心とした生徒指導体制

・年間を通した学年レクなど集団づくりの取り組み

・島田病院との連携

・交通安全活動への取り組み

・羽曳が丘ふれあいフェスティバル（地域行事）

校区の特徴

・校区内には４つの小学校があり、地区内で最も在籍生徒数の

多い大規模校である。

・小学校は、大規模から小規模まであり、校区が広範囲に及

ぶ。

・経済格差が大きく、生徒の課題も多岐にわたり複雑である。
校区の特徴

　羽曳野市の南部に位置し、1960年代に「羽曳野ネオポ

リス」によって発展した住宅地が校区の大半を占める。施

設内に羽曳が丘幼稚園があり、幼小一体型の施設となって

いる。校区の近くには大学、コミュニティーセンター、病

院などがある文教地区で、テニスコートやグランドゴルフ

場、道の駅といったレクリエーション施設も点在してい

る。

各校の主な情報（峰塚中学校と羽曳が丘小学校）中学校区は東圏域にもまたがる 資料６－②


